
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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五 月 姫
夜 叉 丸
蜘 蛛 丸

松 本  一 樹
吉 田  和 雄
堀 田  智 治

大宅中将光圀
供 人
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長 木  健
井 上  節

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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石 川  一 義
石 川  悠 祐
万福寺  康孝
井上  穂乃香

　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総の国・相馬（そうま）の地に立ち戻り、多くの手下を従
えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、姫征伐の朝命を奉じ、下総の国へと向かいます。陰陽の術と邪心
の妖術の激しい戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第二幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）
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川 上 梟 帥
五 十 猛
侍 女

木 村  隆 之
石 川  悠 祐
松 本  一 樹
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小 碓 命
随 身

長 木  健
堀 田  智 治

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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石 川  一 義
万福寺  康孝
金 升  利 行
井上  穂乃香

　人皇十二代・景行（けいこう）天皇の御代、九州・筑紫に大きな勢力を持ち、大和朝廷に背き、万民を苦しめていた熊襲（くまそ）
の頭・川上梟帥（かわかみたける）を征伐するため、第二の皇子・小碓命（おうすのみこと）は女装して川上猛に近づき、機会を見て
討ち取ります。
　この時、川上梟帥は「西国において自分より強い者は居ないと信じていたが、小碓命は日本一の武勇者である。よって今より日本
武尊と名乗るように」と言い残し絶命するという物語です。

第一幕『日本武尊』（やまとたけるのみこと）

今吉田神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　山県郡北広島町「そばの里」で有名な豊平地区の今吉田で、戦後（昭和21年8月）若者の熱い想いで創立された、まだ若い
神楽団です。当初は旧大朝町から六調子の神楽を習得していましたが、後に八調子の神楽を取り入れ、現在に至っています。
　新舞が中心ではありますが、地元亀山八幡神社、各地神社の奉納神楽、施設の慰問、イベント、神楽競演大会など、一年を
通じて団員一丸となって先人たちが築き上げた伝統を守りながら郷土芸能の継承と皆様に喜んでいただける神楽を舞えるよ
う、日々練習に励んでいます。

いまよしだかぐらだん


